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1 「要約」とは どうすること?

ア 文 章を そのまま 全部 写すこと イ新しい お話を 作ること

ウ 文 章の 大事なことを 短く まとめること エ 感想を 長く 書くこと こたえ 

2 要約する とき 役立つのは?

ア 字の 色を 見ること イくり返し 出てくる 大事な言葉に 気づくこと

ウページ数を 数えること エ 絵の 数を 数えること こたえ 

3 雷は、雲の中に たまった 電気が、一気に 流れ出るときに 起こる。光ってから 音が 聞

こえるまでの 時間で、およその 距離が 分かる。

この文 章の 要点は?

ア 雷は 音だけの 現象だ イ 雷の 距離は 分からない ウ雲は 電気で できている

エ 雷は 雲に たまった電気が 流れ出て 起こる こたえ 

4 植 物は、日光を 受けて 自分で えいようを 作り出す。これを 光合成と 言う。

この文 章の 要点は?

ア 光合成は 夜に 行われる イ 植 物は えいようを 作れない

ウ 植 物は 動物から えいようを もらう

エ 植 物は 日光で えいようを 作る。これを 光合成と 言う こたえ 

5 木を 切ると、切り口に わのような 模様が 見える。この わの 数を 数えると、木の 年齢

が 分かる。

この文 章の 要点は?

ア 木に 年齢は ない イ 木は 毎年 わを 消す ウわの 数は いつも 同じだ

エ 木の わの 数で 年齢が 分かる こたえ 
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6 ロケットは、ガスを 後ろへ いきおいよく 吹き出す。その 力で 前へ 飛び進むことが でき

る。

この文 章の 要点は?

アロケットは 飛べない イロケットは ガスを 吹き出す 力で 飛び進む ウガスは 前へ 出る

エロケットは 風の 力で 飛ぶ こたえ 

7 要約に、自分の 感想は?

アうそを 書く イ入れず、書いてある内容を まとめる ウたくさん 入れる

エ 感想だけ 書く こたえ 

8 影は、光が ものに 遮られると できる。太陽の 位置が 変わると、影の 向きや 長さも 変

わる。

この文 章の 要点は?

ア 影は いつも 同じ 長さだ イ 影は 光が 遮られて でき、太陽の 位置で 変わる

ウ 影は 夜に できる エ 影は 光が あると 消える こたえ 

9 日本に 四季が あるのは、地球が かたむいたまま 太陽の 回りを 回っているからだ。

この文 章の 要点は?

ア 地球は かたむいていない

イ 地球の かたむきと 太陽の 回りを 回ることで 四季が 生まれる

ウ 四季は 月の せいで できる エ 四季は どの国にも ない こたえ 

10 クモの 糸は とても 細いのに、おどろくほど じょうぶだ。同じ 太さの はがねよりも 強い

と いわれる。

この文 章の 要点は?

アクモは 糸を 作らない イクモの糸は はがねより 弱い

ウクモの糸は 細いが とても じょうぶだ エクモの糸は すぐ 切れる こたえ 
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11 カンガルーの おなかには 袋が ある。生まれたばかりの 小さな 赤ちゃんは、この 袋の中

で 守られながら 育つ。

この文 章の 要点は?

アカンガルーは 泳ぎが 得意だ イ 袋には 食べ物が 入っている

ウカンガルーは 赤ちゃんを 育てない エカンガルーは 袋の中で 赤ちゃんを 守って 育てる

こたえ 

12 使い終わった かんや びんは、ごみに するのでは なく、集めて 新しい 製品に 作りかえら

れる。これを リサイクルと 言う。

この文 章の 要点は?

アリサイクルは 木を 切ること イリサイクルは ごみを 増やすこと

ウかんや びんを 集めて 作りかえるのが リサイクル エかんや びんは もう 使えない

こたえ 

13 ホッキョクグマは、厚い 毛と しぼうで 体を つつみ、寒い 北の 海でも 体温を たもつ。

この文 章の 要点は?

アホッキョクグマは 毛と しぼうで 寒さから 身を まもる イクマは 冬に 毛が なくなる

ウホッキョクグマは 暑い 所に すむ エ毛は うすいほど あたたかい こたえ 

14 長い 説明を 短く 言いかえるのは?

アまとめること イ 丸写しする こと ウ 詳しく すること エ 増やすこと こたえ 

15 ヒマワリの つぼみは、日中 太陽の 動きを 追うように 向きを 変える。よく 日光を 受け

て 育つためだ。

この文 章の 要点は?

アヒマワリの つぼみは 太陽を 追って 向きを 変える イヒマワリは 日光が 嫌いだ

ウヒマワリは 夜に 咲く エヒマワリは まったく 動かない こたえ 
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16 まとめの 段落は 文 章の どこに 多い?

アどこにも ない イ 終わりの ほう ウ初めだけ エ真ん中だけ こたえ 

17 海の 水が しょっぱいのは、水の中に 塩が たくさん 溶けているからだ。

この文 章の 要点は?

ア 海水には 塩が ない イ 塩は 水に 溶けない ウ 海水は 甘い

エ 海水が しょっぱいのは 塩が 溶けているから こたえ 

18 鉄は、空気中の 酸素や 水に 触れると さびる。さびを 防ぐには 油を 塗るとよい。

この文 章の 要点は?

ア 鉄は 酸素や 水で さび、油で さびを 防げる イさびは 水を はじく

ウ 鉄は まったく さびない エ 鉄は 油で さびる こたえ 

19 ペンギンは 鳥だが、空を 飛ぶことは できない。そのかわり、つばさを ひれのように 使

って、海の中を 自由に 泳ぎ回る。

この文 章の 要点は?

アペンギンは 泳げない イペンギンは 空を 飛ぶのが 得意だ ウペンギンは 鳥では ない

エペンギンは 飛べないが、つばさを 使って 上手に 泳ぐ こたえ 

20 磁石には、鉄を 引きつける 力が ある。同じ きょくどうしは しりぞけ合い、違う きょく

は 引き合う。

この文 章の 要点は?

ア磁石は 木を 引きつける イ 同じきょくは 引き合う ウ磁石に 力は ない

エ磁石は 鉄を 引きつけ、同じきょくは しりぞけ合う こたえ 
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こたえ　しょう4 こくご「要点を まとめる(要約)」 その1

1  ウ 文章の 大事なことを 短く まとめること

2  イ くり返し 出てくる 大事な言葉に 気づくこと

3  エ 雷は 雲に たまった電気が 流れ出て 起こる

4  エ 植物は 日光で えいようを 作る。これを 光

合成と 言う

5  エ 木の わの 数で 年齢が 分かる

6  イ ロケットは ガスを 吹き出す 力で 飛び進む

7  イ 入れず、書いてある内容を まとめる

8  イ 影は 光が 遮られて でき、太陽の 位置で 変

わる

9  イ 地球の かたむきと 太陽の 回りを 回ること

で 四季が 生まれる

10  ウ クモの糸は 細いが とても じょうぶだ

11  エ カンガルーは 袋の中で 赤ちゃんを 守って

育てる

12  ウ かんや びんを 集めて 作りかえるのが リサ

イクル

13  ア ホッキョクグマは 毛と しぼうで 寒さから

身を まもる

14  ア まとめること

15  ア ヒマワリの つぼみは 太陽を 追って 向きを

変える

16  イ 終わりの ほう

17  エ 海水が しょっぱいのは 塩が 溶けているから

18  ア 鉄は 酸素や 水で さび、油で さびを 防げる

19  エ ペンギンは 飛べないが、つばさを 使って 上

手に 泳ぐ

20  エ 磁石は 鉄を 引きつけ、同じきょくは しりぞ

け合う


